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戦
時
下
の
詩
誌
『
新
詩
論
』

猪
　
熊
　
雄
　
治

Ⅰ

先
の
拙

（
（
（
論
で
触
れ
た
よ
う
に
、
戦
時
下
の
昭
和
十
九
年
六
月
、
有
力
詩
誌
の
統
合
に

よ
り
、『
日
本
詩
』（
昭
十
九
〜
二
十
一
（、『
詩
研
究
』（
昭
十
九
〜
二
十
一
（
が
創
刊
さ
れ
、

詩
誌
の
刊
行
は
こ
の
二
誌
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
の
『
日
本
詩
』
は
、『
令
女
界
』 

（
大
十
一
〜
昭
十
九
（
に
五
詩
誌
を
統
合
さ
せ
、
改
題
さ
せ
る
形
で
創
刊
さ
れ
た
が
、
そ

の
五
詩
誌
の
一
誌
と
し
て
今
回
採
り
上
げ
る
『
新
詩
論
』
が
あ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
二
月
か
ら
十
八
年
十
一
月
ま
で
、
ア
オ
イ
書
房
を
発
行
所
と
し
て
計
二

十
一
冊
刊
行
さ
れ
た
『
新
詩
論
』
は
、
前
年
ま
で
『
新
領
土
』（
昭
十
二
〜
十
六
（
の
編

集
同
人
を
し
て
い
た
村
野
四
郎
と
、
当
時
『
Ｖ
Ｏ
Ｕ
』（
昭
十
〜
十
五
（
の
後
継
誌
『
新

技
術
』（
昭
十
五
〜
十
七
（
を
編
集
し
て
い
た
北
園
克
衛
が
共
同
編
集
し
た
詩
誌
と
し
て
、

「
戦
時
中
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
達
の
動
向
を
知
る
上
で
は
、
欠
か
せ
な
い
資
料
の
一
つ
」 

（
高
橋
新
太

（
2
（

郎
（
と
の
評
価
を
受
け
な
が
ら
も
、
ジ
ョ
ン
・
ソ
ル

（
（
（
ト
が
指
摘
す
る
通
り
、

希
少
性
も
あ
り
言
及
さ
れ
る
機
会
も
少
な
い
詩
誌
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方
で

は
、
三
省
堂
の
『
現
代
詩
大
事
典
』
で
の
解
説
（
黒
坂
み
ち

（
4
（

る
（
の
よ
う
に
正
確
な
書

誌
情
報
の
報
告
や
特
質
等
に
つ
い
て
の
概
観
も
な
さ
れ
、
ま
た
ジ
ョ
ン
・
ソ
ル
ト
の
北

園
研
究
に
『
新
詩
論
』
の
記
述
が
活
用
さ
れ
る
等
、
高
橋
の
想
定
し
た
方
向
で
も
成
果

が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、『
新
詩
論
』
へ
の
視
線
は
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。

拙
稿
で
は
『
新
詩
論
』
の
注
目
点
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
終
刊
ま
で
の
二

十
一
冊
の
目
次
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

Ⅱ

『
新
詩
論
』
の
創
刊
に
つ
い
て
は
、『
新
技
術
』
三
十
五
号
（
十
七
年
二
月
（
の
末
尾

「
Ｖ
Ｏ
Ｕ
通
信
」
欄
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
五
十
六
号
（
十
七
年
一
月
（
ま
で
続

刊
さ
れ
て
い
た
『
新
領
土
』
の
後
継
誌
と
し
て
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

Ｖ
Ｏ
Ｕ
ク
ラ
ブ
員
北
園
克
衛
は
村
野
四
郎
氏
と
共
同
編
輯
で
『
新
詩
論
』
を
二
月
号
よ
り

発
行
す
る
。
右
は
『
新
領
土
』
を
廃
題
し
ア
オ
イ
書
房
よ
り
発
行
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
同
誌
は
一
般
の
純
粋
詩
誌
と
し
て
各
方
面
よ
り
の
寄
稿
に
依
り
活
発
な

活
動
を
行
ふ
予
定
で
あ
る
。

『
新
領
土
』
は
、
五
十
号
（
十
六
年
七
月
（
で
四
十
八
号
（
十
六
年
五
月
（
に
遡
っ
て

終
刊
宣
言
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
ア
オ
イ
書
房
の
志
茂
太
郎
を
「
編
輯
兼
発
行
者
」
と

す
る
『
新
領
土
』
が
号
数
を
継
承
し
、
五
十
一
号
（
十
六
年
八
月
（
か
ら
五
十
六
号

（
十
七
年
一
月
（
ま
で
六
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。『
新
詩
論
』
は
、『
新
領
土
』
同
様
、

学
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志
茂
太
郎
を
「
編
輯
兼
発
行
者
」
と
し
た
月
刊
十
六
頁
（
五
十
六
号
の
み
八
頁
（
構
成
で

発
刊
さ
れ
、『
新
領
土
』
の
号
数
を
引
き
継
い
だ
た
め
、
創
刊
号
は
第
五
十
七
号
と
表

示
さ
れ
て
い
る
。

形
式
的
に
は
『
新
領
土
』
の
後
継
誌
で
あ
っ
た
も
の
の
、『
新
詩
論
』
の
寄
稿
者
メ

ン
バ
ー
を
見
れ
ば
、
確
か
に
、
新
し
い
詩
誌
の
ス
タ
ー
ト
を
印
象
付
け
る
よ
う
な
陣
容

が
う
か
が
え
る
。
創
刊
号
に
は
北
園
、
村
野
の
他
に
、
菱
山
修
三
・
山
中
散
生
・
笹
沢

美
明
・
岡
崎
清
一
郎
・
田
中
冬
二
・
安
西
冬
衛
の
作
品
や
、
安
藤
一
郎
・
長
田
恒
雄
・

春
山
行
夫
の
詩
論
、
エ
ッ
セ
イ
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
こ
の
寄
稿
者
の
う
ち
、
五
十
一
号

か
ら
五
十
六
号
ま
で
の
『
新
領
土
』
に
執
筆
し
て
い
た
の
は
、
村
野
、
春
山
、
笹
沢
、

田
中
の
四
名
の
み
で
、
同
じ
十
六
頁
構
成
な
が
ら
、
執
筆
者
の
顔
触
れ
を
大
き
く
変
化

さ
せ
た
予
告
通
り
の
「
各
方
面
よ
り
の
寄
稿
」
に
よ
る
「
一
般
の
純
粋
詩
誌
」
が
出
現

し
て
い
た
。
創
刊
号
の
寄
稿
者
に
は
村
野
、
北
園
の
他
に
、『
新
領
土
』
の
同
人
だ
っ

た
春
山
や
Ｖ
Ｏ
Ｕ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
長
田
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
寄
稿
者
の
多

く
は
『
新
領
土
』『
新
技
術
』
以
外
の
、
例
え
ば
俳
句
雑
誌
『
風
流
陣
』（
昭
十
〜
十
九
（

で
の
交
友
関
係

（
5
（
等
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
北
園
が
「
第
一
年
第
一
号
は
想
像
以

上
に
多
く
の
寄
稿
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
お
そ
ら
く
現
代
の
ベ
テ
ラ
ン
の
詩
を
こ
の

様
に
多
く
掲
載
し
た
詩
誌
は
近
年
稀
と
言
つ
て
良
い
で
あ
ら
う
。」（
創
刊
号
「
後
記
」（

と
自
負
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
各
方
面
の
す
ぐ
れ
た
中
堅
詩
人
た
ち
が
第
一
号
に
作

品
を
寄
稿
し
て
『
新
詩
論
』
の
誕
生
を
支
持
し
て
ゐ
る
…
」（
木
下
常
太

（
（
（

郎
（
と
の
感
想

が
語
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
れ
ま
で
の
同
人
誌
の
枠
を
超
え
た
寄
稿
者
に
よ
る
順
調
な
滑

り
出
し
が
果
た
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
号
の
出
来
映
え
を
受
け
て
、
北
園
は
「
…
『
新
詩

論
』
は
現
在
如
何
な
る
集
団
の
機
関
誌
で
も
な
い
。
こ
の
性
格
を
わ
れ
わ
れ
は
極
度
に

活
用
し
て
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
優
秀
な
詩
人
の
寄
稿
を
得
る
や
う
に
努
力
す
る
考
へ
で

あ
る
。」（
同
（
と
あ
ら
た
め
て
『
新
詩
論
』
の
非
同
人
誌
性
と
、
広
く
寄
稿
者
を
求
め

て
い
く
方
針
を
語
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ⅲ

『
新
詩
論
』
創
刊
に
つ
い
て
は
、
村
野
、
北
園
が
創
刊
号
「
後
記
」
で
そ
の
背
景
等

を
語
っ
て
い
た
。
ま
ず
村
野
の
発
言
を
見
れ
ば
、
創
刊
に
は
愛
国
詩
が
量
産
さ
れ
る
状

況
へ
の
危
機
感
が
働
い
て
い
た
。
村
野
は
「
詩
人
も
詩
人
が
も
つ
あ
ら
ゆ
る
効
用
を
絞

つ
て
奉
公
の
た
め
に
出
発
す
べ
き
で
、
そ
の
為
に
そ
の
感
激
性
を
動
員
し
て
愛
国
詩
も

書
き
な
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
翼
賛
姿
勢
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、「
莫
大
な

実
用
性
」
の
要
求
に
よ
り
、「
余
程
詩
人
が
し
つ
か
り
し
て
ゐ
な
い
と
詩
の
体
系
が
混

乱
に
陥
る
」
危
惧
も
あ
わ
せ
て
指
摘
し
、
そ
の
た
め
に
も
「
…
詩
人
は
詩
人
本
来
の
純

乎
た
る
世
界
を
確
保
し
、
持
続
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
い
か
な

る
時
に
於
て
も
こ
の
領
域
の
本
拠
を
も
ち
つ
づ
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
の
で
あ
る
。」

と
の
主
張
を
展
開
す
る
。
詩
の
「
実
用
性
」
を
認
め
つ
つ
、
詩
人
の
本
質
を
「
純
乎
た

る
世
界
」
の
保
持
に
求
め
た
村
野
は
、
こ
の
詩
観
を
追
求
す
る
場
と
し
て
、『
新
詩
論
』 

を
創
刊
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
六
十
五
号
の
「
後
記
」
で
は
、「
テ
ー
マ
詩
」

の
依
頼
が
多
い
現
状
で
は
、「
自
由
で
本
当
の
も
の
も
書
き
度
い
と
思
ふ
」
の
で
「『
新

詩
論
』
が
あ
る
こ
と
は
便
利
だ
。」
と
述
べ
、「
寄
稿
者
諸
氏
も
恐
ら
く
さ
う
で
あ
ら
う

と
思
ふ
。
ど
う
ぞ
自
由
に
思
ふ
存
分
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
度
い
と
思
ふ
。」
と
の
要

望
も
付
け
加
え
て
い
る
。「
実
用
性
」
の
詩
が
要
請
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、『
新
詩
論
』

が
刊
行
さ
れ
る
意
味
と
可
能
性
を
、
村
野
は
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
た
。

一
方
、
北
園
は
、『
新
詩
論
』
で
追
求
す
る
主
題
を
明
ら
か
に
し
て
、
刊
行
へ
の
期

待
を
述
べ
て
い
た
。「
後
記
」
で
は
村
野
同
様
、「
純
粋
で
充
実
し
た
詩
」
へ
の
志
向
が

述
べ
ら
れ
、「
実
用
性
」
以
外
の
詩
の
作
品
価
値
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
る
一
方
、
優

れ
た
詩
が
生
ま
れ
る
基
盤
を
民
族
や
伝
統
に
求
め
、「
詩
の
源
泉
は
す
く
な
く
と
も
現
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代
詩
の
源
泉
地
は
東
亜
で
あ
る
」
と
の
確
信
が
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
東
亜
的
な
も

の
」
の
可
能
性
を
「
直
覚
を
根
幹
と
す
る
東
亜
的
思
考
法
」「
万
葉
詩
人
の
思
考
の
宏

大
性
」
に
あ
る
と
指
摘
し
、
こ
の
問
題
へ
の
掘
り
下
げ
を
自
己
の
課
題
と
し
て
打
ち
出

し
て
い
く
。
北
園
は
既
に
「
民
族
芸
術
理
論
の
樹
立
と
そ
の
適
正
な
る
実
践
」（「
宣

（
（
（

言
」（ 

を
表
明
し
、
そ
の
方
向
と
し
て
「
郷
土
主
義
へ
の
回
帰
」（「
詩
の
回

（
（
（

帰
」（
を
あ
げ
て
い

た
が
、
北
園
に
と
っ
て
『
新
詩
論
』
は
、「
郷
土
主
義
へ
の
回
帰
」
の
追
求
を
展
開
す

る
場
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
創
刊
号
の
巻
頭
詩
論
で
、
北
園
は
「
後

記
」
の
提
起
を
深
化
さ
せ
、「
詩
に
於
け
る
民
族
性
」
か
ら
「
思
考
と
イ
メ
イ
ヂ
と
の

有
機
的
関
連
」
を
探
り
、「
純
粋
で
充
実
し
た
詩
」
へ
の
経
路
を
考
察
す
る
が
、
こ
の

論
か
ら
北
園
は
『
新
詩
論
』
で
の
「
郷
土
主
義
」
の
探
求
を
始
め
て
い
っ
た
。

村
野
、
北
園
が
創
刊
号
「
後
記
」
で
示
し
た
方
向
の
う
ち
、
五
十
八
号
以
降
の
誌
面

に
は
、
ま
ず
「
郷
土
主
義
」
の
方
向
が
強
く
現
れ
て
い
く
。
創
刊
号
か
ら
六
十
八
号
ま

で
の
十
二
冊
の
誌
面
に
は
、
北
園
か
村
野
が
巻
頭
に
詩
論
を
載
せ
る
形
が
踏
襲
さ
れ
る

が
、
こ
の
う
ち
創
刊
号
の
他
、
村
野
の
多
忙
や
健
康
問
題
（
六
十
一
号
、
六
十
二
号
「
後

記
」（
も
関
係
し
て
、
五
十
九
号
か
ら
六
十
五
号
ま
で
の
巻
頭
詩
論
と
あ
わ
せ
、
計
八

編
は
北
園
が
執
筆
し
て
い
た
。
ほ
ぼ
数
か
月
の
連
載
の
よ
う
に
な
っ
た
巻
頭
詩
論
で
、

北
園
は
後
に
『
郷
土
詩

（
（
（
論
』
に
収
録
さ
れ
る
各
論
を
書
き
継
ぎ
、
郷
土
詩
論
の
骨
格
を

作
り
上
げ
て
い
く
。
こ
の
『
新
詩
論
』
で
の
連
載
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
北
園
は
『
郷
土

詩
論
』
の
巻
頭
論
文
と
な
る
「
郷
土
詩

（
（1
（
論
」
を
発
表
し
、
郷
土
詩
の
概
念
を
ま
と
め
て

い
る
が
、『
新
詩
論
』
の
各
論
で
は
、
郷
土
詩
の
「
高
度
な
、
か
つ
厳
格
な
詩
的
世
界

観
」（「
郷
土
詩
論
」（
が
茶
道
や
禅
に
言
及
し
な
が
ら
追
求
さ
れ
、
郷
土
詩
論
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
巻
頭
詩
論
だ
け
で
は
な
く
、
創
刊
号
か
ら
六
十
号
ま
で
の

「
後
記
」
の
一
部
と
六
十
七
号
か
ら
七
十
三
号
ま
で
の
エ
ッ
セ
イ
四
編
も
『
郷
土
詩
論
』 

に
収
録
さ
れ
、
詩
で
も
「
風
」（
五
十
七
号
（、「
茶
」（
五
十
八
号
（、「
冬
」（
五
十
九
号
（

と
郷
土
詩
の
発
表
が
続
け
ら
れ
た
よ
う
に
、『
新
詩
論
』
は
、
北
園
が
郷
土
詩
に
つ
い

て
の
叙
述
を
集
中
的
に
展
開
す
る
誌
詩
と
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
北
園
の
発
表
と
並
行
し
て
、
他
の
寄
稿
者
か
ら
も
郷
土
詩
論
と
通
底
す
る
民

族
詩
論
や
、
郷
土
詩
の
作
品
も
発
表
さ
れ
、『
新
詩
論
』
の
特
色
で
あ
る
「
郷
土
主
義
」 

の
方
向
は
よ
り
強
め
ら
れ
て
い
た
。
五
十
九
号
に
は
笹
沢
美
明
の
「
ふ
る
さ
と
考
」
が

載
り
、「
懐
郷
心
」
の
分
析
か
ら
、
民
族
的
観
念
と
し
て
の
懐
郷
感
情
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
る
。
笹
沢
は
そ
の
後
も
個
人
と
民
族
精
神
の
関
係
を
探
る
「『
個
』
に
つ
い
て
」 

（
六
十
二
号
（、
民
族
意
識
と
パ
ト
ス
を
論
じ
た
「
パ
ト
ス
の
諸
問
題
」（
六
十
三
号
（
と
、

北
園
の
郷
土
詩
論
を
補
強
す
る
論
考
を
重
ね
、『
新
詩
論
』
で
の
「
郷
土
主
義
」
論
に

厚
み
を
与
え
て
い
る
。
村
野
も
ま
た
五
十
八
号
の
巻
頭
詩
論
で
は
、
詩
の
評
価
基
準
と

し
て
「
祖
国
的
な
、
郷
土
的
な
世
界
の
中
に
、
い
か
に
純
一
に
し
て
完
全
な
新
し
い
事

物
性
が
獲
得
さ
れ
て
ゐ
る
か
」
を
あ
げ
、「
…
祖
国
的
に
は
限
定
さ
れ
た
世
界
の
中
に

現
代
詩
の
詩
精
神
の
純
粋
を
求
む
べ
き
」
と
語
り
、「
郷
土
主
義
」
と
重
な
る
視
点
を

提
示
し
て
い
た
。
笹
沢
、
村
野
は
論
だ
け
で
は
な
く
、
郷
土
詩
と
思
わ
れ
る
詩
も
発
表

し
て
い
る
が
、
他
に
も
郷
土
詩
の
寄
稿
者
と
し
て
、
長
田
恒
雄
、
木
津
豊
太
郎
、
八
十

島
稔
、
東
潤
、
富
士
武
、
木
原
孝
一
、
城
左
門
、
鳥
居
良
禅
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

Ⅳ

寄
稿
者
を
広
く
求
め
る
方
針
は
順
調
に
進
め
ら
れ
、
六
十
号
「
後
記
」
に
よ
れ
ば
、

創
刊
号
か
ら
の
六
十
号
ま
で
の
四
巻
で
寄
稿
者
は
二
十
六
名
に
達
し
た
と
さ
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
五
十
八
号
に
は
今
田
久
、
上
田
保
、
小
林
善
雄
、
木
下
常
太
郎
、
岩
佐
東

一
郎
、
竹
内
叔
雄
、
黒
田
三
郎
が
、
五
十
九
号
に
は
、
酒
井
正
平
、
町
田
寿
衛
男
、
木

津
豊
太
郎
が
、
六
十
号
に
は
城
左
門
、
八
十
島
稔
、
東
潤
、
東
郷
克
郎
、
鈴
木
泰
助
が

新
た
な
寄
稿
者
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
寄
稿
者
を
見
れ
ば
、
創
刊
号
同
様
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の
岩
佐
、
城
の
よ
う
な
「
ベ
テ
ラ
ン
」
が
含
ま
れ
る
と
と
も
に
、
新
寄
稿
者
の
半
数
以

上
は
、
旧
『
新
領
土
』
の
同
人
（
今
田
、
上
田
、
小
林
、
酒
井
、
東
郷
（
と
Ｖ
Ｏ
Ｕ
ク
ラ

ブ
メ
ン
バ
ー
（
黒
田
、
八
十
島
、
木
津
、
東
（
で
あ
り
、
村
野
、
北
園
は
所
属
し
て
い
た

同
人
誌
か
ら
の
寄
稿
者
を
迎
え
る
こ
と
で
、
刊
行
基
盤
の
強
化
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
傾
向
は
そ
の
後
も
続
き
、
六
十
三
号
ま
で
に
「
ベ
テ
ラ
ン
」
の
佐
伯
郁
郎
の
他
に
、

『
新
領
土
』
か
ら
は
小
川
富
五
郎
が
、
Ｖ
Ｏ
Ｕ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
木
原
孝
一
、

富
士
武
、
金
璟
麟
、
鳥
居
良
禅
が
『
新
詩
論
』
へ
の
寄
稿
を
開
始
し
て
い
る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
そ
の
後
も
寄
稿
を
重
ね
、『
新
詩
論
』
を

支
え
る
書
き
手
と
な
っ
て
い
く
者
が
複
数
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
創
刊
号
メ
ン
バ
ー
の
岡

崎
、
長
田
、
笹
沢
、
安
藤
、
村
野
、
北
園
と
と
も
に
、
五
十
八
号
か
ら
六
十
三
号
ま
で

に
登
場
し
た
寄
稿
者
の
う
ち
、
五
編
以
上
の
寄
稿
者
と
な
る
者
と
し
て
は
、
木
下
、
岩

佐
、
町
田
、
城
、
河
野
陸
の
他
に
今
田
、
小
林
、
酒
井
、
黒
田
、
木
津
、
木
原
、
鳥
居

が
あ
げ
ら
れ
、
村
野
、
北
園
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
、『
新
詩
論
』
寄
稿
者
の
中
核

と
な
っ
て
い
く
。

有
力
な
寄
稿
者
と
な
っ
た
旧
『
新
領
土
』
同
人
や
Ｖ
Ｏ
Ｕ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
加
入

後
の
動
き
を
見
る
と
、
木
津
、
鳥
居
、
木
原
の
よ
う
な
郷
土
詩
を
目
指
す
方
向
に
向
か

う
と
と
も
に
、
村
野
が
期
待
し
た
よ
う
な
自
己
の
「
書
き
度
い
」
課
題
を
発
表
し
て
い

く
寄
稿
者
も
出
現
し
、『
新
詩
論
』
の
重
層
性
を
示
す
誌
面
も
現
れ
て
い
た
。
そ
の
一

人
で
あ
る
黒
田
の
活
動
で
は
、
詩
論
で
は
「
詩
人
を
中
心
と
す
る
四
つ
の
三
角
形
」

（
六
十
一
号
（
を
皮
切
り
に
、「
あ
り
の
ま
ま
に
か
く
こ
と
に
つ
い
て
」（
六
十
三
号
（、

「
詩
と
詩
人
」（
六
十
六
号
（
と
詩
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
を
考
察
し
た
論
が
続
け
て
発

表
さ
れ
、「
民
族
芸
術
理
論
」
的
で
は
な
い
方
向
か
ら
の
考
察
が
述
べ
ら
れ
る
。
黒
田

は
こ
の
時
期
『
新
技
術
』
に
も
、
詩
論
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
詩
の

技
術
や
リ
ア
リ
テ
ィ
が
同
様
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
、『
新
詩
論
』
の
掲
載
作
も
、
民

族
性
に
還
元
さ
せ
な
い
黒
田
の
一
貫
し
た
ス
タ
ン
ス
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
。
以
後
の

「
詩
と
文
明
」（
六
十
九
、
七
十
一
、
七
十
二
号
（
で
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
離
れ
た

提
起
が
語
ら
れ
、
ま
た
詩
で
も
「
ま
た
あ
し
た
」（
五
十
八
号
（、「
傍
観
者
の
出
発
」

（
六
十
六
号
（、「
蝙
蝠
傘
の
詩
」（
七
十
五
号
（
と
、
時
局
と
の
距
離
を
感
じ
さ
せ
る
作
品

が
掲
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
黒
田
の
作
品
掲
載
に
は
、
村
野
が
期
待
し
た
『
新
詩
論
』
の

方
向
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
村
野
が
期
待
し
た
方
向
で
の
成
果
と
し
て
、『
新
領
土
』
同
人
で
あ
っ
た
今

田
、
酒
井
の
詩
作
も
あ
げ
ら
れ
る
。
今
田
、
酒
井
は
と
も
に
同
人
で
あ
っ
た
『
20
世

紀
』（
昭
九
〜
十
一
（、『
新
領
土
』
で
、
同
一
タ
イ
ト
ル
を
付
し
た
詩
を
続
け
て
発
表
し

て
い
く
ス
タ
イ
ル
を
続
け
て
き
た
が
、『
新
領
土
』
終
刊
前
後
か
ら
は
、
そ
の
詩
作
ス

タ
イ
ル
は
『
意
匠
』（
昭
十
四
〜
十
七
（
と
『
文
藝
汎
論
』（
昭
六
〜
十
九
（
に
移
し
て
継

続
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
誌
に
続
い
て
掲
載
誌
と
な
っ
た
の
が
『
新
詩
論
』
で
、
今
田

は
三
誌
に
計
十
編
載
っ
た
「
序
説
」
名
の
詩
の
う
ち
二
編
を
、
酒
井
は
『
新
詩
論
』
だ

け
に
「
俗
」
名
の
四
編
の
詩
を
掲
載
し
て
い
く
が
、「
序
説
」「
俗
」
に
は
二
人
が
続
け

て
き
た
独
特
の
筆
致
も
表
出
さ
れ
、
ス
タ
イ
ル
、
表
現
等
の
詩
法
が
引
き
継
が
れ
た
作

品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
新
領
土
』
と
の
連
続
性
を
う
か
が
わ
せ
る
作
品
掲

載
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
や
は
り
『
新
詩
論
』
の
複
線
性
で
は
な
い
か
。
な
お
付
言

す
る
と
、
十
七
年
七
月
に
入
隊
し
十
九
年
九
月
に
戦
死
し
た
酒
井
の
生
前
最
後
の
作
品

発
表
と
な
っ
た
の
が
『
文
藝
汎
論
』
十
八
年
八
月
号
に
載
っ
た
「
作
品
　
在
北
支
」
で

あ
っ
た
。『
新
詩
論
』
五
十
九
号
か
ら
七
十
号
ま
で
の
「
俗
」
を
含
め
た
寄
稿
七
編
の

う
ち
、
掲
載
の
経
過
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
六
十
四
号
以
降
の
「
覚
書
」、「
俗
」

三
編
、「
歴
史
」
は
、「
作
品
　
在
北
支
」
を
除
け
ば
お
そ
ら
く
酒
井
の
最
後
の
活
動
を

示
す
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
酒
井
が
活
動
し
た
最
終
詩
誌
と
し
て
も
『
新
詩
論
』
は
注

目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
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Ⅴ

六
十
四
号
以
降
も
、「
ベ
テ
ラ
ン
」
や
、
旧
『
新
領
土
』
同
人
や
Ｖ
Ｏ
Ｕ
ク
ラ
ブ
メ

ン
バ
ー
の
加
入
は
そ
の
後
も
続
き
、
終
刊
号
ま
で
概
観
す
れ
ば
、「
ベ
テ
ラ
ン
」
と
し

て
は
高
祖
保
、
上
田
静
栄
、
原
民
喜
の
寄
稿
が
あ
り
、『
新
技
術
』
か
ら
は
有
馬
明
彦
、

矢
野
和
幸
が
、『
新
領
土
』
か
ら
は
芦
塚
孝
四
、
菊
島
恒
（
常
（
二
、
打
波
重
信
、
岡
田

芳
彦
が
寄
稿
者
と
し
て
登
場
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
従
来
か
ら
の
傾
向
が
引
き
継
が

れ
る
半
面
、
寄
稿
者
に
つ
い
て
の
新
た
な
課
題
も
提
起
さ
れ
て
い
た
。
課
題
と
な
っ
た

の
は
刊
行
の
目
的
で
あ
る
「
純
粋
至
高
な
日
本
詩
を
発
掘
」
す
る
た
め
の
「
新
し
き
有

能
な
詩
人
」
の
「
発
見
」（
六
十
六
号
無
署
名
コ
ラ
ム
（
で
あ
り
、
こ
の
問
題
と
対
応
し

た
方
向
も
誌
面
に
は
現
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
新
進
詩
人
の
登
用
が
あ
り
、
村

野
が
「
最
近
の
若
い
詩
人
群
の
中
で
、
そ
の
尖
鋭
的
な
抒
情
詩
に
於
て
頭
角
を
抜
く
」

（
六
十
七
号
「
後
記
」（
と
評
価
し
た
那
辺
繁
の
寄
稿
が
六
十
七
号
か
ら
始
ま
っ
て
い
く
。

ま
た
こ
の
課
題
に
応
え
る
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
投
稿
作
品
の
募
集
と
優
れ

た
作
品
の
掲
載
も
開
始
さ
れ
る
。
既
に
六
十
三
号
で
は
「
後
記
」
で
投
稿
が
奨
励
さ
れ

る
と
と
も
に
、
投
稿
作
品
の
最
初
の
掲
載
と
し
て
、
河
野
陸
の
二
詩
が
誌
面
に
載
り
、

そ
の
後
も
相
田
謙
三
、
稲
葉
健
吉
（
六
十
四
号
（、
森
田
克
彦
（
六
十
五
号
（
と
作
品
掲

載
が
続
い
て
い
た
が
、
投
稿
作
品
か
ら
の
優
れ
た
詩
人
の
「
発
見
」
に
は
、
期
待
も
強

か
っ
た
よ
う
で
、
六
十
六
号
で
あ
ら
た
め
て
『
新
詩
論
』
の
方
針
と
投
稿
が
奨
励
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
吉
木
幸
子
、
田
久
徳
蔵
、
木
村
茂
雄
（
六
十
九
号
（、
秋
谷

豊
（
七
十
号
（
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
掲
載
さ
れ
た
者
を
見
れ
ば
、『
新
領
土
』
の

同
人
で
あ
っ
た
木
村
や
、
掲
載
さ
れ
る
前
か
ら
『
日
本
詩
壇
』（
昭
八
〜
十
九
（『
文
藝

汎
論
』
等
で
も
活
動
を
し
て
い
た
相
田
、
吉
木
、
田
久
の
よ
う
な
力
の
あ
る
新
進
が
含

ま
れ
、
優
れ
た
詩
人
の
「
発
見
」
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
「
発
見
」
の
方

策
と
な
っ
た
の
が
、
地
方
や
外
地
の
同
人
誌
に
所
属
す
る
詩
人
へ
の
注
目
で
あ
っ
た
。

六
十
一
号
の
台
湾
の
楊
雲
萍
を
始
め
に
、
六
十
二
号
で
は
在
中
国
の
渡
辺
孝
、
六
十
四

号
で
は
秋
田
の
五
百
旗
頭
欣
一
と
朝
鮮
の
黄
民
の
、
六
十
六
号
で
は
北
海
道
の
小
柳
透

の
作
品
が
掲
載
さ
れ
、
各
号
の
「
後
記
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
同
人
誌
名
も
紹
介
さ

れ
る
。
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
地
方
性
や
郷
土
詩
の
性
質
が
現
れ
た
作
品
で
、

「
郷
土
主
義
」
の
視
点
か
ら
の
新
人
発
掘
が
図
ら
れ
て
い
た
。

Ⅵ

「
新
し
き
有
能
な
詩
人
」
の
「
発
見
」
は
、
刊
行
二
年
目
を
迎
え
た
十
八
年
の
号
で

も
進
め
ら
れ
、
新
進
の
紹
介
登
用
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
六
十
六
号
「
後
記
」
で
「
暫

く
転
地
し
た
い
」
と
語
り
、
六
十
七
号
と
六
十
八
号
の
「
後
記
」
で
、
肋
膜
炎
の
た
め

に
編
集
を
村
野
に
任
せ
た
と
記
し
た
北
園
は
、
編
集
に
復
帰
し
た
六
十
九
号
で
は
、
先

に
見
た
通
り
三
名
の
投
稿
を
採
用
し
、
同
号
の
「
後
記
」
で
は
懇
切
な
批
評
を
述
べ
、

新
人
へ
の
期
待
を
明
ら
か
に
す
る
。
投
稿
初
掲
載
と
な
っ
た
河
野
の
作
品
に
も
北
園
は

丁
寧
な
コ
メ
ン
ト
（
六
十
三
号
「
後
記
」（
を
寄
せ
て
い
た
が
、
こ
の
姿
勢
が
六
十
九
号

で
復
活
し
、
さ
ら
に
細
や
か
な
視
線
が
新
人
に
宛
て
ら
れ
、
翌
七
十
号
「
後
記
」
で
も

投
稿
の
秋
谷
と
初
掲
載
と
な
っ
た
国
友
千
枝
の
作
品
に
「
清
新
の
気
に
み
ち
た
も
の
」

が
指
摘
さ
れ
る
。
七
十
号
の
村
野
の
「
後
記
」
で
は
、
北
園
に
先
行
し
て
健
康
を
損
ね

て
い
た
自
己
と
と
も
に
、
編
集
担
当
か
ら
の
退
任
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
北
園
が
即
座

に
拒
絶
し
た
と
の
話
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
疾
病
を
抱
え
つ
つ
も
刊
行
へ
の
意
欲
は
失
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
エ
ッ
セ
イ
と
詩
の
掲
載
を
続
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
意

欲
は
新
た
な
寄
稿
者
の
発
掘
に
も
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
村
野
も
ま
た
新

人
へ
の
強
い
期
待
を
表
明
し
、
誌
面
に
も
積
極
的
に
反
映
さ
せ
て
い
た
。
再
度
ダ
ウ
ン

し
た
北
園
に
代
わ
っ
て
七
十
五
号
の
編
集
を
担
当
し
た
が
、
村
野
の
「
後
記
」
に
よ
れ
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ば
、
作
品
欄
の
大
部
分
は
「
新
し
い
詩
人
の
努
力
」
で
占
め
ら
れ
た
と
さ
れ
、『
新
詩

論
』
に
は
「
ま
だ
純
粋
な
詩
精
神
が
保
留
さ
れ
て
ゐ
る
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

の
高
い
評
価
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
純
乎
た
る
世
界
」
に
詩
人
の
本
質
を
求
め
て
い
た

村
野
に
と
っ
て
、『
新
詩
論
』
で
の
新
人
の
発
掘
は
、
北
園
同
様
、
手
応
え
と
確
信
を

与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
新
詩
論
』
は
雑
誌
統
制
に
よ
り
、
十
八
年
十
一
月
に
七
十
七
号
で
終
刊
す
る
が
、

そ
の
終
刊
号
巻
頭
の
「
終
刊
に
就
い
て
」
で
北
園
は
、『
新
詩
論
』
の
「
微
弱
で
は
な

い
」「
努
力
し
た
結
果
」
の
一
例
と
し
て
、「
十
指
に
あ
ま
る
清
新
な
詩
人
」
の
登
場
を

あ
げ
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
号
の
「
後
記
」
で
は
、
村
野
も
「
数
人
の
新
進
詩
人
」
の

「
輩
出
」
を
「
新
詩
論
の
収
め
た
重
要
な
功
績
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
、
新
人
発
掘
の
実

績
を
自
負
し
て
い
た
。
北
園
は
同
様
の
趣
旨
の
発
言
を
十
八
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ

た
「
今
年
度
の
仕

（
（（
（
事
」
で
も
繰
り
返
し
、「
新
詩
論
の
刊
行
に
よ
つ
て
幾
人
か
の
新
人

を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
」
こ
と
で
「
相
当
の
仕
事
を
詩
壇
に
対
し
て
果
た
し
た
」
と

の
感
想
を
語
り
、
あ
ら
た
め
て
『
新
詩
論
』
で
の
新
人
発
掘
の
成
果
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
村
野
、
北
園
の
自
負
に
つ
い
て
は
、
刊
行
の
成
果
と
し
て
や
は
り
評
価
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。『
新
詩
論
』
が
終
刊
し
た
翌
年
、
北
園
は
小
冊
子
『
麦
通

信
』（
昭
十
九
〜
二
十
（
を
刊
行
し
て
い
く
が
、
そ
の
会
員
の
多
く

（
（1
（
が
、『
新
詩
論
』
の

寄
稿
者
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
五
百
旗
頭
、
相
田
、
赤
井
喜
一
、
那
辺
、
吉
木
、
小
田

雅
彦
の
よ
う
に
、『
新
詩
論
』
で
新
進
と
し
て
活
動
し
て
い
た
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
吉
木
、
赤
井
、
相
田
は
、
戦
後
北
園
が
編
集
を
担
当
し
た
『
近
代
詩
苑
』（
昭

二
十
一
（
に
寄
稿
し
て
い
く
よ
う
に
、
戦
中
の
頃
に
活
動
を
始
め
、
戦
後
も
活
動
を
続

け
て
い
く
新
進
に
と
っ
て
、『
新
詩
論
』
は
活
動
の
出
発
期
で
の
発
表
の
場
で
あ
り
、

そ
の
後
の
展
開
を
導
く
貴
重
な
場
で
も
あ
っ
た
。『
新
詩
論
』
の
特
長
に
つ
い
て
は
、

「
郷
土
詩
」
を
浸
透
さ
せ
た
誌
詩
、
あ
る
い
は
戦
時
中
で
も
詩
的
価
値
を
主
張
し
た
詩

誌
等
の
視
点
か
ら
の
評
価
が
想
定
で
き
る
が
、
同
時
に
新
人
を
発
掘
し
育
成
し
た
詩
誌

と
し
て
の
評
価
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

注

 

（
１
（　「
詩
誌
『
詩
研
究
』『
日
本
詩
』」（『
学
苑
』
第
九
二
九
号
　
二
〇
一
八
年
三
月
（

 

（
2
（　
高
橋
新
太
郎
「『
新
詩
論
』
―
戦
時
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
た
ち
」（
高
橋
新
太
郎
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
2
『
雑
誌
探
索
ノ
ー
ト
―
戦
中
・
戦
後
誌
か
ら
の
検
証
』
二
〇
一
四
年
六
月
　
笠

間
書
院
（

 

（
（
（　
ジ
ョ
ン
・
ソ
ル
ト
、
田
口
哲
也
監
訳
『
北
園
克
衛
の
詩
と
詩
学
―
意
味
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

を
細
断
す
る
』（
二
〇
一
〇
年
十
一
月
　
思
潮
社
（

 

（
4
（　
黒
坂
み
ち
る
「
新
詩
論
」（
安
藤
元
雄
・
大
岡
信
・
中
村
稔
監
修
『
現
代
詩
大
事
典
』

二
〇
〇
八
年
二
月
　
三
省
堂
（

 

（
5
（　
西
村
将
洋
「
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
　
俳
句
雑
誌
『
風
流
陣
』
総
目
次
―
「H

A
IK

A
I 

D
U

 JA
PO

N

」
の
軌
跡
―
」（『
同
志
社
国
文
学
』
第
五
十
九
号
　
二
〇
〇
三
年
十
二
月
（

 

（
（
（　
木
下
常
太
郎
「
詩
壇
時
評
」（『
三
田
文
学
』
昭
和
十
七
年
三
月
号
（

 

（
（
（　
Ｖ
Ｏ
Ｕ
ク
ラ
ブ
「
宣
言
」（『
Ｖ
Ｏ
Ｕ
』
第
三
十
号
　
昭
和
十
五
年
十
月
（

 

（
（
（　
北
園
克
衛
「
詩
の
回
帰
」（『
新
技
術
』
第
三
十
三
号
　
昭
和
十
六
年
八
月
（

 

（
（
（　
北
園
克
衛
『
郷
土
詩
論
』（
昭
和
十
九
年
九
月
　
昭
森
社
（

 

（
（0
（　
北
園
克
衛
「
郷
土
詩
論
」（『
意
匠
』
第
十
四
号
　
昭
和
十
七
年
四
月
（

 

（
（（
（　
北
園
克
衛
「
今
年
度
の
仕
事
」（『
文
藝
汎
論
』
昭
和
十
八
年
十
二
月
号
（

 
（
（2
（　
南
川
隆
雄
「
地
べ
た
に
で
も
書
く
・
書
か
せ
る
―
戦
時
と
戦
後
を
つ
な
ぐ
小
詩
誌
『
麦

通
信
』
八
冊
」（『
い
ま
よ
み
が
え
る
　
戦
後
詩
の
先
駆
者
た
ち
』
二
〇
一
八
年
一
月
　

七
月
堂
（

　
資
料
調
査
で
は
、
日
本
近
代
文
学
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
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世
話
を
頂
い
た
。
ま
た
『
現
代
詩 （（20

―（（44

―
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
作
品
要
覧
―
』（
和
田
博
文
監

修
　
二
〇
〇
六
年
十
月
　
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
（、『
現
代
詩
誌
総
覧
④
―
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー

の
展
開
』（
現
代
詩
誌
総
覧
　
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
六
年
三
月
　
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
（、

『
現
代
詩
誌
総
覧
⑤
―
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
光
と
影
Ⅰ
』（
現
代
詩
誌
総
覧
　
編
集
委
員
会
編
　
一
九

九
八
年
一
月
　
同
右
（、『
現
代
詩
誌
総
覧
⑥
―
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
光
と
影
Ⅱ
』（
現
代
詩
誌
総
覧
　

編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
八
年
七
月
　
同
右
（、『
現
代
詩
誌
総
覧
⑦
―
十
五
年
戦
争
下
の
詩
学
』

（
現
代
詩
誌
総
覧
　
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
八
年
十
二
月
　
同
右
（、『
戦
後
詩
誌
総
覧
④
　
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
〈
実
存
〉
と
〈
思
想
〉』（
和
田
博
文
・
杉
浦
静
編
　
二
〇
〇
九
年
六
月
　
同
右
（

を
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
併
せ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
以
下
に
『
新
詩
論
』
第
五
十
七
号
か
ら
第
七
十
七
号
（
昭
和
十
七
年
二
月
〜
昭
和
十
八
年
十

一
月
（
ま
で
の
目
次
を
掲
げ
る
。

【
凡
　
　
例
】

◦
号
数
表
示
は
各
号
奥
付
の
記
述
に
従
い
、
発
行
日
を
付
加
し
た
。

◦ 

当
該
号
に
目
次
記
述
が
な
い
た
め
、
翌
月
号
に
記
載
さ
れ
た
前
号
内
容
を
基
本
と
し
て
作
成

し
た
。
内
題
と
相
違
す
る
場
合
は
内
題
を
記
述
し
、
注
記
等
が
必
要
な
場
合
は
〔
　
〕
内
に

加
筆
し
た
。
作
品
に
付
載
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
名
に
つ
い
て
は
、
前
号
内
容
を
そ
の
ま
ま
記
述

し
た
が
、
第
七
十
七
号
に
つ
い
て
は
、
作
品
名
の
み
を
記
述
し
た
。

◦ 

前
号
内
容
に
記
載
が
な
い
短
評
、
新
刊
紹
介
等
に
つ
い
て
は
、
各
号
末
尾
の
〔
　
〕
内
に
注

記
し
た
。

◦
原
則
と
し
て
新
字
体
表
記
に
改
め
た
。

『
新
詩
論
』
目
次

第
五
十
七
号
（
昭
和
十
七
年
二
月
一
日
発
行
）　

　
詩
論 

北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
窓 

菱
山
　
修
三
　
　

（
　
　

　
詩
論
　
ア
メ
リ
カ
詩
へ
の
疑
惑 

安
藤
　
一
郎
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
列
車
詩
集
〔「
第
五
十
七
号
内
容
」
で
は
「
列
車
詩
集
」〕 

山
中
　
散
生
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
鉄
橋 

4
　
　

　
　
　
　
　
食
堂
車 

5
　
　

　
詩
論
　 

新
し
い
出
発
点
〔「
第
五
十
七
号
内
容
」
で
は
「
新
し
い
出
発
」〕 

長
田
　
恒
雄
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
橙
の
あ
る
園 

笹
沢
　
美
明
　
　

（
〜
（

　
書
評 

北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
料
理
に
つ
い
て 

村
野
　
四
郎
　
　

（
　
　

　
記
録
　
書
物 

　
　
　
　
春
山
　
行
夫
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
笑
に
つ
い
て 

岡
崎
清
一
郎
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
軽
井
沢
の
冬 

　
田
中
　
冬
二
　
　
（2
　
　

　
詩
　
　
風 

　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　
（（
　
　

　
詩
　
　
槲
と
鉄
の
意
志
あ
るlesson 

安
西
　
冬
衛
　
　
（5
　
　

　
後
記 

　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（4
〜
（（

　
　〔
注
記
　
三
頁
に
短
評
「
傾
斜
地
」（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
五
十
八
号
（
昭
和
十
七
年
三
月
八
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
序
説 

　
　
　
　
　
今
田
　
　
久
　
　

（
　
　

　
評
論
　
価
値
に
つ
い
て 

　
上
田
　
　
保
　
　

4
〜
5
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詩
　
　
待
つ
日 

　
　
　
小
林
　
善
雄
　
　

4
〜
5

　
随
筆
　
死
ん
だ
人
形 

木
下
常
太
郎
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
塔 

　
　
　
　
　
長
田
　
恒
雄
　
　

（
〜
（

　
書
評 

　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
赤
ん
坊 

　
　
岩
佐
東
一
郎
　
　

（
　
　

　
記
録
　
矢
の
島
の
矢
竹 

竹
内
　
叔
雄
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
ま
た
あ
し
た 

　
黒
田
　
三
郎
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
永
遠
の
日
曜
日 
　
　
ジ
ユ
ア
ン
・
ブ
レ
ア
　
北
園
　
克
衛
（
訳
（　
　
（2
〜
（（

　
記
録
　
書
物 

春
山
　
行
夫
　
　
（2
　
　

　
詩
　
　
茶
　 

北
園
　
克
衛
　
　
（5
　
　

　
後
記
　
　
　
　 

村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（4
〜
（（

　
　〔
注
記
　
三
頁
に
短
評
「
満
州
の
民
謡
」（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
五
十
九
号
（
昭
和
十
七
年
四
月
一
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
莟 

　
　
　
　
　
　
笹
沢
　
美
明
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
冬 

　
　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

4
〜
5

　
詩
論
　
芸
術
性
の
建
設 

　
安
藤
　
一
郎
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
俗 

　
　
　
　
　
　
酒
井
　
正
平
　
　

（
〜
（

　
　
　
　
恋
の
歌 

　
　
　
　
酒
井
　
正
平
　
　

（
　
　

　
随
筆
　
文
学
随
想 

　
　
　
岡
崎
清
一
郎
　
　

（
〜
（

　
書
評 

　
　
　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
天
草 

　
　
　
　
　
町
田
寿
衛
男
　
　

（
　
　

　
詩
論
　 

ふ
る
さ
と
考
　
民
族
詩
に
関
連
し
て
〔「
第
五
十
九
号
内
容
」 

で
は
「
ふ
る
さ
と
考
」〕 

　
笹
沢
　
美
明
　
　
（0
　
　

　
詩
　
　
遠
方
の
旅 

　
　
　
木
津
豊
太
郎
　
　
（0
〜
（（

　
　
　
　
五
位
め
が
な
い
て
ゐ
た〔「
第
五
十
九
号
内
容
」
に
は
記
載
な
し
〕 

木
津
豊
太
郎
　
　
（（
　
　

　
詩
　
　
屋
根 

　
　
　
　
　
長
田
　
恒
雄
　
　
（2
〜
（（

　
記
録
　
フ
イ
ジ
イ
島
の
住
民
（
　
ク
リ
ス
ト
フ
ア
・
ホ
リ
イ
ズ
　
　
　
　
　

 

北
園
　
克
衛
（
訳
（　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
若
い
雲 

　
　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　
（5
　
　

　
後
記 

　
　
　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（4
〜
（（

　
　〔
注
記
　
三
頁
に
短
評
「
旧
詩
話
会
後
」（
無
署
名
（
を
掲
載
。
七
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
六
十
号
（
昭
和
十
七
年
五
月
一
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
軌
條 

　
　
　
　
山
中
　
散
生
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
故
園
の
春 

　
　
村
野
　
四
郎
　
　

4
〜
5

　
詩
論
　
科
学
と
詩 

　
　
小
林
　
善
雄
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
鶯 

　
　
　
　
　
八
十
島
　
稔
　
　

（
〜
（

　
詩
論
　
朗
読
詩
に
つ
い
て 

山
中
　
散
生
　
　

（
〜
（

　
書
評 

　
　
　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
四
月
の
歌 

　
　
菱
山
　
修
三
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
若
い
海 

　
　
　
安
藤
　
一
郎
　
　
（0
〜
（（

　
随
筆
　
半
夜
暦 

　
　
　
城
　
　
左
門
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
村
は
静
謐 

　
　
東
　
　
　
潤
　
　
（2
　
　

　
記
録
　
フ
イ
ジ
イ
島
の
住
民
2
　
ク
リ
ス
ト
フ
ア
・
ホ
リ
イ
ズ
　

 

北
園
　
克
衛
（
訳
（　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　 
空
襲
警
報
発
令
　
三
月
五
日
朝
の
詩
〔「
五
月
号
内
容
」
で
は 

「
空
襲
警
報
発
令
」〕 

東
郷
　
克
郎
　
　
（（
　
　

　
詩
　
　
三
日
月 

　
　
田
中
　
冬
二
　
　
（4
　
　

　
詩
　
　
牛
の
声 

　
　
鈴
木
　
泰
助
　
　
（5
　
　



─ （2 ─

　
後
記 

　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（4
〜
（（

　
　〔
注
記
　
三
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
六
十
一
号
（
昭
和
十
七
年
六
月
一
日
発
行
）　

　
詩
論 

　
　
　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
故
園 

　
　
　
　
町
田
寿
衛
男
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
深
夜 

　
　
　
　
佐
伯
　
郁
郎
　
　

4
〜
5

　
詩
論
　
覚
書 

　
　
　
　
上
田
　
　
保
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
微
風 

　
　
　
　
富
士
　
　
武
　
　

（
　
　

　
詩
論
　
詩
人
を
中
心
と
す
る
四
つ
の
三
角
形 

黒
田
　
三
郎
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
バ
リ
島
の
手 

　
山
田
　
有
勝
　
　

（
　
　

　
書
評 
　
　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
初
夏 
　
　
　
　
楊
　
　
雲
萍
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
田
園
か
ら 
　
　
村
野
　
四
郎
　
　
（0
〜
（（

　
詩
論
　
埋
れ
た
楽
器 
　
木
下
常
太
郎
　
　
（0
〜
（2

　
詩
　
　
道 

　
　
　
　
　
木
原
　
孝
一
　
　
（2
　
　

　
絵
　
　
刷
毛
目
茶
碗 

　
花
岡
　
朝
生
　
　
（（
　
　

　
詩
　
　
若
菜
と
光
と 

　
笹
沢
　
美
明
　
　
（4
〜
（5

　
詩
論
　
欧
羅
巴
文
学
の
覚
書 

富
士
　
　
武
　
　
（4
〜
（5

　
後
記 

　
　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（（
　
　

　
　 〔
注
記
　
三
頁
、
五
頁
、
十
二
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。
十
二
頁
に
村
野
四
郎
に
よ
る

『
体
操
詩
集
』
の
案
内
を
掲
載
。〕

第
六
十
二
号
（
昭
和
十
七
年
七
月
一
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
窯
業
と
画
貌 

　
安
西
　
冬
衛
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
く
ら
し 

　
　
　
城
　
　
左
門
　
　

（
〜
4

　
詩
論
　 「
個
」
に
つ
い
て
　
民
族
詩
考
〔「
七
月
号
内
容
」
で
は 

「『
個
』
に
つ
い
て
」〕 

笹
沢
　
美
明
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
黄
塵
吹
く 

　
　
渡
辺
　
　
孝
　
　

（
〜
（

　
詩
論
　
詩
人
と
国
家 

　
小
林
　
善
雄
　
　

（
〜
（

　
書
評 

　
　
　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
抒
情
飛
行 

　
　
村
野
　
四
郎
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
体
操 

　
　
　
　
殿
岡
　
辰
雄
　
　
（0
　
　

　
詩
論
　
詩
の
復
古
に
関
す
る
覚
書 

木
原
　
孝
一
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
蝶 

　
　
　
　
　
小
川
富
五
郎
　
　
（（
　
　 

　
詩
　
　 

散
文
的
な
　
ほ
の
か
に
も
饒
と
西
崎
に
お
く
る
〔「
七
月
号
内
容
」 

で
は
「
散
文
的
な
」〕 

酒
井
　
正
平
　
　
（2
〜
（（

　
詩
論
　
傾
斜
せ
る
庭 

　
沢
渡
　
　
恒
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
鶯 

　
　
　
　
　
岡
崎
清
一
郎
　
　
（4
〜
（5

　
詩
論
　
朔
太
郎
と
惣
之
助
を
悼
む 

安
藤
　
一
郎
　
　
（4
〜
（5

　
後
記 

　
　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（（
　
　

　
　〔
注
記
　
三
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
六
十
三
号
（
昭
和
十
七
年
八
月
一
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
月
夜 

　
　
　
　
河
野
　
　
陸
　
　

（
　
　

　
　
　
　
鵯
〔「
八
月
号
内
容
」
で
は
「
月
夜
、
鵯
」〕 

河
野
　
　
陸
　
　

（
　
　

　
詩
論
　
あ
り
の
ま
ま
に
か
く
こ
と
に
つ
い
て 

黒
田
　
三
郎
　
　

4
　
　

　
詩
　
　
遠
い
緑
の
な
か
で 

木
津
豊
太
郎
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
序
説 

　
　
　
　
今
田
　
　
久
　
　

（
〜
（

　
詩
壇
消
息 

　
　
　
　
　
　
　
編
輯
部
　
　

（
　
　



─ （（ ─

　
書
評 

　
　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
丘 

　
　
　
　
　
金
　
　
璟
麟
　
　

（
　
　

　
詩
論
　
木
魚
行 

　
　
　
木
津
豊
太
郎
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
眼 

　
　
　
　
　
山
中
　
散
生
　
　
（0
〜
（（

　
詩
論
　
方
向
の
確
立 

　
長
田
　
恒
雄
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
神
話 

小
林
　
善
雄
　
　
（2
〜
（（

　
詩
壇
消
息 

編
輯
部
　
　
（（
　
　

　
詩
論
　 

パ
ト
ス
の
諸
問
題
　
民
族
詩
考
〔「
八
月
号
内
容
」
で
は 

「
パ
ト
ス
の
諸
問
題
」〕 

笹
沢
　
美
明
　
　
（4
〜
（5

　
詩
　
　
夏
の
日 

　
　
鳥
居
　
良
禅
　
　
（4
〜
（5

　
後
記 

　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（（
　
　

　
　〔
注
記
　
三
頁
に
短
評
「
わ
れ
わ
れ
は
今
や
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
六
十
四
号
（
昭
和
十
七
年
九
月
一
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
野
ば
ら 

　
長
田
　
恒
雄
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
晩
い
夏 

　
村
野
　
四
郎
　
　

4
〜
5

　
詩
論
　
古
典
研
究
の
問
題 

小
林
　
善
雄
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
梅
の
実 

五
百
旗
頭
欣
一
　
　

（
　
　

　
随
感
　
覚
書
一
〔「
九
月
号
内
容
」
に
は
ナ
ン
バ
ー
な
し
〕 

城
　
　
左
門
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
村 

　
　
　
黄
　
　
　
民
　
　

（
　
　

　
書
評 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
荒
園 

　
　
町
田
寿
衛
男
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
霧 

　
　
　
相
田
　
謙
三
　
　
（0
　
　

　
随
感
　
覚
書 

　
　
酒
井
　
正
平
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
歌 

　
　
　
稲
葉
　
健
吉
　
　
（（
　
　

　
詩
　
　
葡
萄
作
り 

安
藤
　
一
郎
　
　
（2
〜
（（

　
随
感
　
偶
感 

　
　
長
田
　
恒
雄
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
夜 

　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　
（4
〜
（5

　
随
感
　
意
味
の
こ
と 

木
下
常
太
郎
　
　
（4
〜
（5

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（（
　
　

　
　 〔
注
記
　
三
頁
に
短
評
「
字
音
仮
名
遣
」（
無
署
名
（
を
掲
載
。
十
三
頁
に
「
詩
と
彫
刻
に
よ
る
健
民
運

動
」
を
掲
載
。〕

第
六
十
五
号
（
昭
和
十
七
年
十
月
一
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
俗 

　
　
　
酒
井
　
正
平
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
桔
梗 

　
　
笹
沢
　
美
明
　
　

4
〜
5

　
詩
論
　
詩
人
み
づ
か
ら
の
生
活 

安
藤
　
一
郎
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
蝶 

　
　
　
森
田
　
克
彦
　
　

（
〜
（

　
詩
論
　
詩
的
技
術
の
座
標 

木
原
　
孝
一
　
　

（
〜
（

　
書
評 

　
　
　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
泡
沫
期
遁
走 

木
津
豊
太
郎
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
火 

　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　
（0
〜
（（

　
随
筆
　
書
物
随
筆
（ 

岩
佐
東
一
郎
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
夏
の
苑 

　
有
馬
　
明
彦
　
　
（2
〜
（（

　
随
筆
　
日
本
と
西
洋 

上
田
　
　
保
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
萩 

　
　
　
八
十
島
　
稔
　
　
（4
〜
（5

　
随
筆
　
覚
書
（
二
（〔「
十
月
号
内
容
」
で
は
「
覚
書
　
二
」〕 

城
　
　
左
門
　
　
（4
〜
（5

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（（
　
　

　
　 〔
注
記
　
三
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。
十
三
頁
に
村
野
四
郎
「
詩
集
　
抒
情
飛
行
に
つ

い
て
」
を
掲
載
。〕



─ （4 ─

第
六
十
六
号
（
昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
祭
典
の
夜 

小
柳
　
　
透
　
　

2
　
　

　
詩
　
　
田
園
記
聞 

岡
崎
清
一
郎
　
　

4
〜
5

　
詩
論
　
詩
と
詩
人 

黒
田
　
三
郎
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
秋 

　
　
　
相
田
　
謙
三
　
　

（
〜
（

　
詩
論
　
詩
と
言
葉 

長
田
　
恒
雄
　
　

（
〜
（

　
書
評 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
俗 

　
　
　
酒
井
　
正
平
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
杉
林 

　
　
長
田
　
恒
雄
　
　
（0
〜
（（

　
随
感
　
季
節
と
時
間 

小
林
　
善
雄
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
朝 
　
　
　
河
野
　
　
陸
　
　
（2
〜
（（

　
随
感
　
詩
叢
襍
記 

八
十
島
　
稔
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
傍
観
者
の
出
発 
黒
田
　
三
郎
　
　
（4
〜
（5

　
随
筆
　
書
物
随
筆
（
2
（〔「
十
一
月
号
内
容
」
に
は
ナ
ン
バ
ー
な
し
〕 

岩
佐
東
一
郎
　
　
（4
〜
（5

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（（
　
　

　
　 〔
注
記
　
三
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。
十
三
頁
に
無
題
の
コ
ラ
ム
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
六
十
七
号
（
昭
和
十
七
年
十
二
月
一
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
氷
雨 

　
　
岡
崎
清
一
郎
　
　

（
　
　

　
詩
論
　 

手
紙
―
文
学
の
倫
理
性
に
就
て
―
〔「
十
二
月
号
内
容
」
で
は 

「
手
紙
」〕 

今
田
　
　
久
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
龍
の
ひ
げ
抄 

高
祖
　
　
保
　
　

（
〜
（

　
随
想
　
冬
夜
記 

　
長
田
　
恒
雄
　
　

（
〜
（

　
翻
訳
　 

現
代
独
逸
抒
情
詩
抄
　
女
子
円
盤
投
選
手
〔「
十
二
月
号
内
容
」 

で
は
「
女
子
円
盤
投
選
手
」〕 

 

ギ
ユ
ン
テ
ル
・
ガ
ブ
レ
ン
ソ
　
笹
沢
　
美
明
（
訳
（　
　

（
　
　

　
書
評 

　
　
　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　

（
〜
（

　
詩
　
　
業 

　
　
　
那
辺
　
　
繁
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
風
景 

　
　
芦
塚
　
孝
四
　
　
（0
〜
（（

　
随
想
　
白
秋
の
告
別
式
に 

安
藤
　
一
郎
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
前
夜 

　
　
木
津
豊
太
郎
　
　
（2
〜
（（

　
随
想
　
書
物
随
筆
（
（
（ 

岩
佐
東
一
郎
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
撃
滅
の
年 

菊
島
　
恒
二
　
　
（4
〜
（5

　
随
想
　
身
辺
抄
〔「
十
二
月
号
内
容
」
で
は
「
身
辺
抄
」〕 

北
園
　
克
衛
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
絵 

　
　
　
　
　
　
　
　
（4
　
　

　
　
　
　
　
机 

　
　
　
　
　
　
　
　
（4
〜
（5

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（（
　
　

　
　 〔
注
記
　
巻
頭
頁
、
奥
付
と
も
第
六
十
六
号
と
誤
記
。
三
頁
、
五
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
六
十
八
号
（
昭
和
十
八
年
一
月
一
日
発
行
）

　
詩
論 

　
　
　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　

（
〜
2

　
詩
　
　
青
い
襯
衣 

安
西
　
冬
衛
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
求
道 

　
　
城
　
　
左
門
　
　

4
〜
5

　
詩
論
　
詩
の
像
に
関
す
る
考
察 

木
原
　
孝
一
　
　

4
〜
5

　
詩
　
　
栗
の
実 

　
安
藤
　
一
郎
　
　

（
〜
（

　
随
筆
　
郷
土
随
感 

鈴
木
　
泰
助
　
　

（
〜
（

　
訳
詩
　
現
代
独
逸
抒
情
詩
抄
　
変
化
〔「
一
月
号
内
容
」
で
は
「
変
化
」〕

 

ケ
ー
テ
・
エ
ル
・
カ
モ
ツ
サ
　
笹
沢
　
美
明
（
訳
（　
　

（
　
　

　
書
評 

　
　
　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　

（
〜
（
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詩
　
　
海
洋
歌 

　
岡
崎
清
一
郎
　
　

（
　
　

　
詩
　
　
水
仙 

　
　
笹
沢
　
美
明
　
　
（0
〜
（（

　
随
筆
　
カ
マ
キ
リ
記 

安
藤
　
一
郎
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
神
の
国 

　
小
林
　
善
雄
　
　
（2
〜
（（

　
随
筆
　
冬
日
記 

　
長
田
　
恒
雄
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
序
説 

　
　
今
田
　
　
久
　
　
（4
　
　

　
詩
　
　
歴
史 

　
　
酒
井
　
正
平
　
　
（5
　
　

　
後
記 

　
北
園
克
衛
・
村
野
四
郎
　
　
（（
　
　

　
　 〔
注
記
　
三
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。
十
五
頁
に
新
刊
紹
介
「
新
し
い
詩
書
」（
無
書

名
（
を
掲
載
。
こ
の
号
か
ら
「
内
容
」
に
頁
記
載
な
し
。
終
刊
号
ま
で
は
通
し
頁
。〕

第
六
十
九
号
（
昭
和
十
八
年
二
月
一
日
発
行
）

　
詩
　
　
叢
林 

　
　
北
園
　
克
衛
　
　
（（
　
　

　
詩
論
　
詩
と
文
明 

黒
田
　
三
郎
　
　
（（
〜
（（

　
詩
　
　
児
童
画 
　
吉
木
　
幸
子
　
　
20
〜
2（

　
随
筆
　
錯
覚 

　
　
小
林
　
善
雄
　
　
20
〜
2（

　
詩
　
　
武
蔵
野
〔「
二
月
号
内
容
」
で
は
「
武
蔵
野
。
恋
。」〕 

　
那
辺
　
　
繁
　
　
22
　
　

　
　
　
　
恋 

　
　
　
那
辺
　
　
繁
　
　
2（
　
　

　
随
筆
　
身
辺
抄
〔「
二
月
号
内
容
」
で
は
「
身
辺
抄
」〕 

北
園
　
克
衛
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
詩
集 

　
　
　
　
　
　
　
　
22
〜
2（

　
　
　
　
　
古
道
具 

　
　
　
　
　
2（
　
　

　
詩
　
　
颪 

　
　
　
鳥
居
　
良
禅
　
　
24
　
　

　
書
評
　
村
野
四
郎
著
詩
集
抒
情
飛
行 

岡
崎
清
一
郎
　
　
24
　
　

　
詩
論
　
大
陸
詩
人
結
集
の
為
の
理
論
　 

宮
古
田
　
龍
　
　
25
〜
2（

　
詩
　
　
一
つ
の
風
は 

田
久
　
徳
蔵
　
　
2（
〜
2（

　
詩
　
　
妻
よ 

　
　
楊
　
　
雲
萍
　
　
2（
〜
2（

　
随
筆
　
グ
ウ
・
ダ
ン 

宮
崎
　
辰
親
　
　
2（
〜
（（

　
詩
　
　 

中
心
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
海
を
見
る
〔「
二
月
号
内
容
」
に
は 

記
載
な
し
〕 

木
村
　
茂
雄
　
　
（0
〜
（（

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（2
　
　

　
　〔
注
記
　
十
七
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

　第
七
十
号
（
昭
和
十
八
年
三
月
一
日
発
行
）

　
詩
　
　
木
の
像 

　
　
木
津
豊
太
郎
　
　
（（
　
　

　
詩
論
　
感
動
の
心
理
性
〔「
三
月
号
内
容
」
で
は
「
感
動
の
心
理
」〕 

安
藤
　
一
郎
　
　
（4
〜
（5

　
詩
　
　
冬
日 

　
　
秋
谷
　
　
豊
　
　
（（
　
　

　
随
筆
　
京
の
寺 

　
城
　
　
左
門
　
　
（（
〜
（（

　
詩
　
　
谷
間 

　
　
国
友
　
千
枝
　
　
（（
　
　

　
詩
　
　
神
は
近
く
に 

　
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ス
　
笹
沢
　
美
明
（
訳
（　
　
（（
〜
（（

　
随
筆
　
青
銅
の
鏡 

木
原
　
孝
一
　
　
（（
〜
（（

　
詩
　
　
俗 

　
　
　
酒
井
　
正
平
　
　
40
　
　 

　
書
評
　
詩
集
「
風
土
」
に
つ
い
て
　 

村
野
　
四
郎
　
　
40
　
　

　
随
筆
　
ロ
ダ
ン
の
お
花
さ
ん
　 

殿
岡
　
辰
雄
　
　
4（
〜
42

　
詩
　
　
家 

　
　
　
岡
崎
清
一
郎
　
　
42
〜
4（

　
随
筆
　
数
と
人
形 

今
田
　
　
久
　
　
4（
〜
45

　
詩
　
　
千
本
松
原 

町
田
寿
衛
男
　
　
44
〜
45

　
随
筆
　
微
恙
記 

　
長
田
　
恒
雄
　
　
4（
〜
4（

　
詩
　
　
韮 

　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　
4（
〜
4（

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
4（
　
　

　
　〔
注
記
　
三
十
三
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕
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第
七
十
一
号
（
昭
和
十
八
年
四
月
一
日
発
行
）

　
詩
　
　
高
原
の
歌 

佐
伯
　
郁
郎
　
　
4（
　
　

　
詩
論
　
詩
と
主
題 

中
桐
　
雅
夫
　
　
50
〜
5（

　
詩
　
　
風
景
点
描 

山
中
　
散
生
　
　
52
　
　

　
詩
論
　
新
し
い
抒
情
詩 

木
下
常
太
郎
　
　
52
〜
5（

　
詩
　
　
夜
明
け
の
い
つ
と
き 

安
藤
　
一
郎
　
　
54
〜
55

　
詩
論
　
万
葉
と
芭
蕉 

富
士
　
　
武
　
　
54
〜
55

　
詩
　
　
多
々
良
浜 

小
松
　
　
隆
　
　
5（
　
　

　
詩
論
　
詩
と
文
明 

黒
田
　
三
郎
　
　
5（
〜
5（

　
詩
　
　
菫 

　
　
　
笹
沢
　
美
明
　
　
5（
〜
5（

　
詩
　
　
甲
斐
猿
橋
　 

五
百
旗
頭
欣
一
　
　
（0
〜
（（

　
評
論
　
風
景
に
つ
い
て 

上
田
　
　
保
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
海
辺
の
旅 

小
柳
　
　
透
　
　
（2
　
　

　
評
論
　
近
頃
無
礼
録 

岩
佐
東
一
郎
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
寒 

　
　
　
那
辺
　
　
繁
　
　
（（
　
　

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（4
　
　

　
　 〔
注
記
　
四
十
九
頁
に
短
評
「
ポ
オ
ズ
の
つ
ま
ら
な
さ
に
就
い
て
。」（
無
署
名
（
を
掲
載
。
五
十
六
頁
、

六
十
一
頁
に
「
新
刊
詩
書
」（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
七
十
二
号
（
昭
和
十
八
年
五
月
一
日
発
行
）

　
詩
　
　
伝
記
未
詳 

岡
崎
清
一
郎
　
　
（5
　
　

　
詩
論
　 

現
代
詩
の
形
体
に
就
て
〔「
五
月
号
内
容
」
で
は
「
現
代
詩
の 

形
態
に
就
て
」〕 

笹
沢
　
美
明
　
　
（（
〜
（（

　
詩
　
　
春
の
仏
―
亡
き
妻
に
〔「
五
月
号
内
容
」
で
は
「
春
の
仏
」〕 

城
　
　
左
門
　
　
（（
〜
（（

　
詩
論
　
言
葉
の
無
駄 

　
山
中
　
散
生
　
　
（（
〜
（（

　
詩
　
　
梅 

　
　
　
畠
山
　
義
郎
　
　
（0
　
　

　
随
筆
　
精
神
の
衛
生
　 

小
林
　
善
雄
　
　
（0
〜
（（

　
詩
　
　
午
後 

　
　
矢
野
　
和
幸
　
　
（（
　
　

　
詩
論
　 

日
本
民
族
詩
　
ギ
リ
シ
ヤ
詩
の
連
想
〔「
五
月
号
内
容
」
で
は 

「
日
本
民
族
詩
」〕 

石
橋
孫
一
郎
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
春
野 

　
　
河
野
　
　
陸
　
　
（（
　
　

　
詩
　
　
大
和 

　
　
町
田
寿
衛
男
　
　
（4
〜
（5

　
詩
論
　
詩
と
文
明 

黒
田
　
三
郎
　
　
（4
〜
（5

　
詩
　
　
郊
外
風
景 

渋
沢
　
　
均
　
　
（（
〜
（（

　
随
筆
　
青
銅
の
鏡 

木
原
　
孝
一
　
　
（（
〜
（（

　
詩
　
　
北
京
平
信 

鈴
木
　
　
出
　
　
（（
　
　

　
随
筆
　
茶
碗 

　
　
北
園
　
克
衛
　
　
（（
〜
（（

　
詩
　
　
山
の
湯 

　
北
条
　
　
光
　
　
（（
　
　

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（0
　
　

　
　 〔
注
記
　
六
十
五
頁
に
短
評
「
片
鱗
に
つ
い
て
。」（
無
署
名
（
を
掲
載
。
七
十
五
頁
、
八
十
頁
に
「
新

刊
詩
書
」（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
七
十
三
号
（
昭
和
十
八
年
六
月
一
日
発
行
）

　
詩
　
　
鶯 

　
　
　
鳥
居
　
良
禅
　
　
（（
　
　

　
詩
論
　
こ
と
ば
の
限
界 

高
祖
　
　
保
　
　
（2
〜
（（

　
詩
　
　
皿 

　
　
　
北
園
　
克
衛
　
　
（4
〜
（5

　
随
筆
　
肉
体
の
衛
生 

小
林
　
善
雄
　
　
（4
〜
（5

　
詩
　
　
木
蓮 

　
　
長
田
　
恒
雄
　
　
（（
〜
（（

　
随
筆
　
十
二
神
将 

城
　
　
左
門
　
　
（（
〜
（（

　
詩
論
　
宮
沢
賢
治
に
つ
い
て 

安
藤
　
一
郎
　
　
（（
〜
（（

　
詩
　
　
早
春
の
丘 

安
藤
　
一
郎
　
　
（0
〜
（（

　
随
筆
　
俳
句 

　
　
北
園
　
克
衛
　
　
（0
〜
（（



─ （（ ─

　
詩
　
　
柿
の
頌 

　
鈴
樹
　
　
昌
　
　
（2
　
　

　
随
筆
　
天
翔
け
る
美
神 

鳥
居
　
良
禅
　
　
（2
　
　

　
詩
　
　
大
河
と
な
り
て 

上
田
　
静
栄
　
　
（（
　
　

　
随
筆
　
掌
記 

　
　
国
友
　
千
枝
　
　
（（
　
　

　
詩
　
　
閑
居 

　
　
東
　
　
　
潤
　
　
（4
〜
（5

　
随
筆
　
春
安
記 

　
長
田
　
恒
雄
　
　
（4
〜
（5

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
（（
　
　

　
　 〔
注
記
　
八
十
一
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。
八
十
三
頁
に
新
刊
紹
介
「
新
刊
」（
無
署

名
（、
八
十
九
頁
に
「
相
模
野
抄
八
幡
城
太
郎
著
」（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
七
十
四
号
（
昭
和
十
八
年
七
月
一
日
発
行
）

　
詩
　
　
月
夜
春
秋 

河
野
　
　
陸
　
　
（（
　
　

　
詩
論
　 

文
語
か
口
語
か
　
現
代
詩
形
体
の
問
題
〔「
七
月
号
内
容
〕
で
は 

「
文
語
か
口
語
か
」〕 

笹
沢
　
美
明
　
　
（（
〜
（（

　
詩
　
　
像 

　
　
木
津
豊
太
郎
　
　
100
〜
101

　
随
筆
　
桐
の
花 

　
五
百
旗
頭
欣
一
　
　
100
〜
101

　
詩
　
　
丸
の
内
に
て
〔「
七
月
号
内
容
」
で
は
「
丸
ノ
内
に
て
」〕 

殿
岡
　
辰
雄
　
　
102
〜
103

　
随
筆
　 

目
の
背
面
を
見
る
人
〔「
七
月
号
内
容
」
で
は
「
月
の
背
面
を 

見
る
人
」〕 

今
田
　
　
久
　
　
102
〜
103

　
散
文
　
古
狸 

　
三
木
　
　
偵
　
　
104
〜
105

　
詩
　
　
石 

　
　
笹
沢
　
美
明
　
　
106
〜
107

　
随
筆
　
よ
む
に
耐
へ
る
も
の
に
つ
い
て 

黒
田
　
三
郎
　
　
106
〜
107

　
詩
　
　
函
嶺 

　
町
田
寿
衛
男
　
　
108
〜
109

　
随
筆
　
パ
ナ
マ
帽 

　
原
　
　
民
喜
　
　
108
〜
109

　
詩
　
　
鉢 

　
　
北
園
　
克
衛
　
　
110
〜
111

　
詩
論
　
詩
の
橋 

木
原
　
孝
一
　
　
110
〜
111

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
112
　
　

　
　〔
注
記
　
九
十
七
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
七
十
五
号
（
昭
和
十
八
年
八
月
一
日
発
行
）

　
詩
　
　
時
間 

　
石
橋
孫
一
郎
　
　
113
　
　

　
詩
論
　
洋
画
の
富
士
山
　 

安
藤
　
一
郎
　
　
114
〜
115

　
詩
　
　
海
洋
歌 

岡
崎
清
一
郎
　
　
116
　
　

　
詩
論
　
言
葉
に
つ
い
て 

　
中
桐
　
雅
夫
　
　
116
〜
117

　
詩
　
　
四
月 

　
島
田
廉
太
郎
　
　
117
　
　

　
詩
　
　
春
の
歌 

谷
中
　
慶
二
　
　
118
　
　 

　
随
筆
　
苔
の
庭 

鳥
居
　
良
禅
　
　
118
〜
119

　
詩
　
　
初
夏 

五
百
旗
頭
欣
一
　
　
119
　
　 

　
書
評
　
　
　
　  

　
村
野
　
四
郎
　
　
120
〜
121

　
詩
　
　
潮
騒
　
　  

打
浪
　
重
信
　
　
121
　
　 

　
詩
　
　
蛇 

　
　
木
原
　
孝
一
　
　
122
　
　 

　
随
筆
　
詩
集
出
さ
ざ
る
の
記 

小
林
　
善
雄
　
　
122
〜
123 

　
詩
　
　
早
春 

那
辺
　
　
繁
　
　
123
　
　

　
詩
　
　
蝙
蝠
傘
の
詩
〔「
八
月
号
内
容
」
で
は
「
蝙
蝠
の
詩
」〕 

黒
田
　
三
郎
　
　
124
〜
125 

　
随
筆
　 

人
情
の
自
然
・
蓮
の
花
な
ど
〔「
八
月
号
内
容
」
で
は 

「
人
情
の
自
然
」〕 

今
田
　
　
久
　
　
124
〜
125 

　
詩
　
　
神
像 

小
田
　
雅
彦
　
　
126
〜
127 

　
随
筆
　
富
士
岡
村
記 

木
原
　
孝
一
　
　
126
〜
127 

　
後
記 

　
　
　
村
野
　
四
郎
　
　
128
　
　 

　
　〔
注
記
　
百
十
三
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕
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第
七
十
六
号
（
昭
和
十
八
年
九
月
一
日
発
行
）

　
詩
　
　
秋 

　
村
野
　
四
郎
　
　
129
　
　 

　
詩
論
　
詩
に
於
け
る
倫
理
性
の
問
題 

山
田
　
有
勝
　
　
130
〜
131 

　
詩
　
　
朝
や
け 

　
那
辺
　
　
繁
　
　
132
〜
133

　
随
筆
　
死
に
つ
い
て 

笹
沢
　
美
明
　
　
132
〜
133

　
詩
　
　
沼
〔「
九
月
号
内
容
」
で
は
「
沼
炉
辺
で
」〕 

　
赤
井
　
喜
一
　
　
134
　
　 

　
　
　
　
炉
辺
で 

　
赤
井
　
喜
一
　
　
135
　
　 

　
随
筆
　
氷
の
部
屋
・
黄
昏
の
部
屋 

高
祖
　
　
保
　
　
134
〜
135

　
随
筆
　
葡
萄
園
遊
行  

安
藤
　
一
郎
　
　
136
〜
137

　
詩
　
　
春
の
谷
川
〔「
九
月
号
内
容
」
で
は
「
詩
春
の
谷
川
」〕 

河
野
　
　
陸
　
　
138
　
　 

　
随
筆
　
大
入
袋 

岩
佐
東
一
郎
　
　
138
〜
139

　
詩
　
　
心 

　
　
岡
田
　
芳
彦
　
　
139
　
　 

　
詩
　
　
心
〔「
九
月
号
内
容
」
で
は
「
心
さ
び
し
と
き
」〕 

　
　
上
田
　
静
栄
　
　
140
　
　

　
　
　
　
さ
び
し
き
と
き 

上
田
　
静
栄
　
　
141
　
　

　
随
筆
　
と
り
か
ぶ
と
の
周
囲 
今
田
　
　
久
　
　
140
〜
141

　
詩
　
　
木
の
像 

木
津
豊
一
郎
　
　
142
　
　

　
随
筆
　
高
原
の
夏 

　
中
村
　
千
尾
　
　
142
〜
143

　
詩
　
　
巷 

小
林
　
善
雄
　
　
143
　
　

　
後
記 

　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
144
　
　

　
　〔
注
記
　
百
二
十
九
頁
に
無
題
の
短
評
（
無
署
名
（
を
掲
載
。〕

第
七
十
七
号
（
昭
和
十
八
年
十
一
月
一
日
発
行
）

終
刊
に
就
い
て 

村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
145
　
　

　
現
代
詩
の
み
ち
　
　    

　 

長
田
　
恒
雄
　
　
146
〜
147

　
山
茶
花 

　
　
　
　
　
　
笹
沢
　
美
明
　
　
148
〜
149

　
詩
と
戦
力 

　
　
　
　
　
木
下
常
太
郎
　
　
148
〜
149

　
愛
鷹
山 

　
　
　
　
　
　
町
田
寿
衛
男
　
　
150
〜
151

　
想
像
の
犬
　
　  

　
　
木
津
豊
太
郎
　
　
150
〜
151

　
萩 

鳥
居
　
良
禅
　
　
151
　
　

　
気
儘
な
美
食
家
　  

　
笹
沢
　
美
明
　
　
152
〜
153

　
唄
　
　
　
　  

　
　
　
矢
野
　
和
幸
　
　
154
　
　

　
覚
書
（
三
（ 

　
　
　
　
城
　
　
左
門
　
　
154
〜
155

　
夕
ぐ
れ 

　
　
　
　
　
河
野
　
　
陸
　
　
155
　
　

　
　
山
宿
の
夜 

　
　
　
　
谷
　
　
健
司
　
　
156
　
　

　
　
雨
の
記 

　
　
　
　
　
今
田
　
　
久
　
　
156
〜
157

　
　
石 

　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
　
郁
　
　
157
　
　

　
　
紀
の
秋 

　
　
　
　
　
八
十
島
　
稔
　
　
158
〜
159

　
　
今
日
の
渓
流 

　
　
　
鳥
居
　
良
禅
　
　
158
〜
159

　
後
記 

　
　
　
村
野
四
郎
・
北
園
克
衛
　
　
160
　
　

 

（
い
の
く
ま
　
ゆ
う
じ
　
　
日
本
語
日
本
文
学
科
（


